
金
沢
学
院
大
学 

平
成
27
年
度 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科 

入
学
試
験
問
題
（
推
薦
） 

 

小 

論 

文 
 

（
注
意
事
項
） 

１ 

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
用
紙
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
（
原
稿
用
紙
）
に
書
き
な
さ
い
。 

３ 

解
答
用
紙
に
は
、
原
稿
用
紙
以
外
に
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
、 

そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
な
さ
い
。 

①
氏
名
欄 

氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
を
記
入
し
な
さ
い
。 

②
受
験
番
号
欄 

受
験
番
号
（
算
用
数
字
）
を
記
入
し
な
さ
い
。 

４ 

問
題
用
紙
に
も
受
験
番
号
を
記
入
し
な
さ
い
。 

５ 

問
題
用
紙
、
解
答
用
紙
（
原
稿
用
紙
）
は
持
ち
帰
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

  

                                  

受験番号  



次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
、
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
活
路 

合
併
１
０
年 

七
尾
市
の
行
方 

２
０
０
４
（
平
成
１
６
）
年
１
０
月
の
合
併
か
ら
１
０
年
、
七
尾
市
の
強
み
で
あ
る
観
光
は
決
し
て
順
風
満
帆
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
不
嶋
豊
和

市
長
が
「
七
尾
観
光
の
心
臓
」
と
表
現
す
る
和
倉
温
泉
に
は
合
併
以
降
、
逆
風
が
吹
き
続
け
た
。 

和
倉
温
泉
の
入
り
込
み
客
数
は
、
合
併
前
の
０
２
年
度
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
」
効
果
で
１
２
１
万
９
千
人
を
記
録
し
た
が
、

そ
の
後
は
能
登
半
島
地
震
（
０
７
年
）
、
リ
ー
マ
ン
不
況
（
０
８
年
）
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
０
９
年
）
な
ど
の
影
響
で
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、

昨
年
度
は
８
５
万
２
千
人
に
と
ど
ま
っ
た
。 

そ
の
逆
風
の
中
、
市
が
目
を
付
け
た
の
は
滞
在
型
、
体
験
型
観
光
で
あ
る
。
和
倉
温
泉
で
は
合
併
前
か
ら
、
箱
根
駅
伝
で
活
躍
す
る
東
洋
大
陸
上

競
技
部
が
毎
年
合
宿
を
し
て
い
た
。
宿
舎
と
な
る
旅
館
と
練
習
場
が
近
く
、
温
泉
で
の
疲
労
回
復
が
見
込
め
、
七
尾
の
山
海
の
幸
を
提
供
で
き
る
和

倉
温
泉
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
」
に
は
最
適
だ
っ
た
。 

 

七
尾
市
は
０
７
年
度
に
合
宿
宿
泊
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
昨
年
度
ま
で
に
和
倉
温
泉
と
能
登
島
に
サ
ッ
カ
ー
場
計
６
面
、

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を
整
備
し
た
。
昨
年
度
の
補
助
制
度
の
利
用
は
１
５
９
件
と
な
り
、
練
習
施
設
の
利
用
は
年
間
約
１
０
万
２
千
人
に
上
っ
た
。
９

月
に
は
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
澤
穂
希
選
手
ら
が
所
属
す
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ
が
昨
年
に
続
き
、
合
宿
を
行
う
な
ど
合
併
か
ら
１
０
年
、
七
尾

市
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
全
国
的
拠
点
と
な
っ
た
。
来
夏
に
は
和
倉
温
泉
に
県
内
最
大
の
２
４
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一
層
の
合
宿
増
を
見
込
む
。 

 

来
春
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
、
能
越
自
動
車
道
七
尾
氷
見
道
路
の
開
通
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
の
放
送
開
始
を
控
え
、
温

泉
街
で
は
無
電
柱
化
や
住
民
に
よ
る
景
観
協
定
な
ど
湯
の
街
の
整
備
が
進
む
。
和
倉
温
泉
観
光
協
会
の
小
田
孝
信
会
長
（
加
賀
屋
会
長
）
は
「
来
年

は
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
入
り
込
み
客
１
２
０
万
人
を
達
成
し
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。 

 

１
市
３
町
が
合
併
し
た
七
尾
市
に
は
和
倉
温
泉
以
外
に
も
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
る
。
「
青
柏
祭
」
「
石
崎
奉
燈
祭
」
、
能
登
島
の
「
向
田
の
火
祭

り
」、
中
島
の
「
お
熊
甲
祭
」、
そ
し
て
長
谷
川
等
伯
や
畠
山
文
化
な
ど
旧
１
市
３
町
の
歴
史
や
文
化
、
伝
統
は
共
通
の
財
産
と
な
っ
た
。 

 

不
嶋
市
長
は
「
今
後
も
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
。
七
尾
へ
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
に
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
し
か
な
い
」

と
強
調
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
１
０
年
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
の
効
果
を
七
尾
活
性
化
に
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
。
合
併
で
新
た
な
魅
力
が
加
わ
っ

た
七
尾
市
の
総
合
力
が
問
わ
れ
る
。（
牧
内
祐
希
） 

【
北
國
新
聞 

２
０
１
４
年
９
月
３
０
日
】 

     

問
１ 

次
の
用
語
を
す
べ
て
そ
の
ま
ま
使
っ
て
、
七
尾
市
の
合
併
１
０
年
と
今
後
に
つ
い
て
、
１
８
０
字
以
上
２
０
０
字
以
内
で
ま
と
め
よ
。
同
じ

用
語
を
重
複
し
て
使
っ
て
も
よ
い
。 

①
ス
ポ
ー
ツ
合
宿 

 

②
地
域
活
性
化 

③
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業 

  

問
２ 

今
年
９
月
、
ア
ジ
ア
大
会
が
韓
国
イ
ン
チ
ョ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
選
手
は
数
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
活
躍
し
た
一
方
、
「
日
本
競
泳

選
手
の
カ
メ
ラ
窃
盗
事
件
」
や
「
韓
国
の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
と
れ
る
応
援
」、「
中
国
選
手
の
不
適
切
な
発
言
」
が
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
も
話
題
と
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
そ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
１
８
０
字
以
上
２
０
０
字

以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。 

 

     10     5    1 
問
１
・
２
の
設
問 

下
書
き
用
（
清
書
は
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
解
答
用
紙
に
書
い
て
い
な
い
答
案
は
、
採
点
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。） 
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